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学修の成果に係る評価および卒業または修了の認定に当たっての基準 
（卒業・修了必要単位数および取得可能学位） 

 
１．⼤学 
（1）卒業の要件 

本学を卒業するためには、修業年限（休学期間を除いて 4 年以上在学すること）を満たし、各学科で定められ
ている授業科⽬及び卒業必要単位数を次のとおり修得しなければならない。 

＜卒業必要単位数＞ ※詳細は⼊学年度の履修ガイドを確認すること。       （令和８年度⼊学⽣） 

学部・学科・専攻 全学共通
科⽬ 

専⾨教育科⽬ ⾃由 
選択 
科⽬ 

合計 学部 
共通 必修 選択 

必修 選択 

家政学部 

被服学科 34 6 24 44 16 ― 124 

⾷物学科 
⾷物学専攻 28 4 62 ― 30 ― 124 

管理栄養⼠専攻 28 4 84 
2 

または 
4 

16 
または

18 
― 136 

児童学科 
児童学専攻 28 4 100 6 4 ― 142 

児童教育専攻 11 4 98 ― 27 9 149 

ライフデザイン学科 34 6 36 1 47 ― 124 

⽂学部 

⽇本⽂学科 37 ― 46 22 20 ― 125 

英語英⽂学科 33 ― 54 ― 30 8 125 

コミュニケーション⽂化学科 37 ― 28 32 30 ― 127 

社 会 情 報
学部 社会情報学科 

社会⽣活情報学 
専攻 30 14 26 ― 42 12 124 

環境情報学専攻 24 12 16 
6 

または 
2 

56 
または

60 
10 124 

情報デザイン専攻 30 16 40 ― 24 14 124 
⽐ 較 ⽂ 化
学部 ⽐較⽂化学科 38 32 26 20 10 ― 126 

デ ー タ サ
イ エ ン ス
学部 

データサイエンス学科 30 ― 40 10 44 ― 124 

⼈ 間 共 ⽣
学部 

社会学科 32 12 30 (4) 52※ ― 126 

⼼理学科 36 14 38 ― 38 ― 126 

福祉学科 26 12 26 (4) 62※ ― 126 

共⽣デザイン学科 30 12 30 (6) 54※ ― 126 
※ 選択必修を含む。 
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（2）成績の評価 
本学における成績の評価基準は、次のとおりとする。 

判定 評点 評価 評価内容基準 

合格 

100〜90 S 
基本的な⽬標を⼗分に達成し、きわめて優秀な成果を 
おさめている 

89〜80 A 基本的な⽬標を⼗分に達成している 
79〜70 B 基本的な⽬標を達成している 
69〜60 C 基本的な⽬標を最低限度達成している 

単位認定 N 学修等について単位を修得したものとする 

不合格 59点以下 D 基本的な⽬標を達成していない 

出席不⾜等（受験資格なし） E 出席不⾜のため、受験資格なし 

試験時⽋席等 F 試験時⽋席・レポート等未提出 

学⽣が履修登録した科⽬について、学期末及び学年末に学修状況とその結果を考査した結果、合格した者に 
対して、授業担当教員がその科⽬の修了を認定し、所定の単位を与える。 

 
（3）卒業の認定・学位 

・卒業要件を満たした学⽣には、教授会における審議を経て、卒業を認定する。 
・卒業が認定された学⽣には、次のとおり学⼠の学位が授与される。 

学部 学位の種類及び分野 
家政学部 学⼠（家政学） 
⽂学部 学⼠（⽂学） 
社会情報学部 学⼠（社会情報学） 
⽐較⽂化学部 学⼠（⽐較⽂化学） 
データサイエンス学部 学⼠（データサイエンス） 
⼈間共⽣学部  社会学科 学⼠（社会学） 

⼼理学科 学⼠（⼼理学） 

福祉学科 学⼠（福祉学） 

共⽣デザイン学科 学⼠（共⽣デザイン） 
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２．短期⼤学部 
（1）卒業の要件 

本学を卒業するためには、修業年限（休学期間を除いて２年以上在学すること）を満たし、学科・専攻ごと
に定められている卒業要件を次のとおり修得しなければならない。 

＜卒業必要単位数＞ ※詳細は⼊学年度の履修ガイドを確認すること。       （令和８年度⼊学⽣） 

学科・専攻 全学共通科⽬ 専⾨科⽬ 合計 必修 選択必修 選択 

家政科 家政総合コース 18 6 32 8 64 
⾷と栄養コース 13 42 1 11 67 

 
（2）成績の評価 

本学における成績の評価基準は、次のとおりとする。 

判定 評点 評価 評価内容基準 

合格 

100〜90 S 基本的な⽬標を⼗分に達成し、きわめて優秀な成果を
おさめている 

89〜80 A 基本的な⽬標を⼗分に達成している 

79〜70 B 基本的な⽬標を達成している 

69〜60 C 基本的な⽬標を最低限度達成している 

単位認定 N 学修等について単位を修得したものとする 

不合格 59点以下 D 基本的な⽬標を達成していない 

出席不⾜等（受験資格なし） E 出席不⾜のため、受験資格なし 

試験時⽋席等 F 試験時⽋席・レポート等未提出 

学⽣が履修登録した科⽬について、学期末及び学年末に学修状況とその結果を考査した結果、合格した者に 
対して、授業担当教員がその科⽬の修了を認定し、所定の単位を与える。 

 
（3）卒業の認定・学位 

・卒業要件を満たした学⽣には、教授会における審議を経て、卒業を認定する。 
・卒業が認定された学⽣には、次のとおり短期⼤学⼠の学位が授与される。 

学科 学位の種類及び分野 
家政科 短期⼤学⼠（家政学） 
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3．⼤学院 
（1）課程修了の要件 
 修⼠課程 
 ・修⼠課程の修了には、２年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修⼠論⽂

の審査⼜は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格することを要する。 
 
 博⼠後期課程 

・博⼠後期課程の修了には、3 年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博⼠
論⽂の審査及び最終試験に合格することを要する。 

 
＜修了所要単位数＞ 

研究科 専攻 課程 必修 選択 合計 

⼈間⽂化研究科 

⼈間⽣活科学専攻 
修⼠課程 10 20 30 
博⼠後期課程 4 6 10 

⾔語⽂化学専攻 
修⼠課程 8 22 30 
博⼠後期課程 4 8 12 

現代社会研究専攻 修⼠課程 12 18 30 
臨床⼼理学専攻 修⼠課程 22 8 30 

 
（2）成績の評価 

・履修授業科⽬の単位の認定は、試験その他の本学が定める適切な⽅法により学修の成果を評価し、毎学期
⼜は学年末に⾏う。 
・各授業科⽬の成績評価は、Ｓ（100 点〜90 点）、Ａ（89 点〜80 点）、Ｂ（79 点〜70 点）、Ｃ（69 点〜60
点）及びＤ（59 点以下）をもってこれを表し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とし、Ｄを不合格とする。合格した授
業科⽬に所定の単位を与える。 

 
（3）課程修了の認定  

・課程修了は、研究科教授会における審議を経て認定する。 
  ・課程修了の認定を得た者に対しては、次の区分に従い学位を授与する。 
 
 
 
 
 
 
 

研究科 専攻 課程 学位の種類及び分野 

⼈間⽂化研究科 
⼈間⽣活科学専攻 

博⼠後期課程 
博⼠（⽣活科学） 

⾔語⽂化学専攻 博⼠（⽂学） 

 
・博⼠後期課程においては、上記のほか、博⼠後期課程を経ない者で、博⼠論⽂を提出して、その審査に合

格し、かつ、博⼠後期課程を修了した者と同等以上の学⼒を有すると認められた者にも博⼠の学位を授与

研究科 専攻 課程 学位の種類及び分野 

⼈間⽂化研究科 

⼈間⽣活科学専攻 

修⼠課程 

修⼠（⽣活科学） 

⾔語⽂化学専攻 修⼠（⽂学） 

現代社会研究専攻 修⼠（社会学） 

臨床⼼理学専攻 修⼠（⼼理学） 
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することができる。 
（4）学位論⽂に係る評価基準 

・修⼠論⽂ 
 審査にあたっては、以下の点を考慮し評価を⾏う。 

  
 
・博⼠論⽂ 
 審査にあたっては、以下の点を考慮し評価を⾏う。 

  
 

以 上 
（本資料の情報は「⼤妻⼥⼦⼤学学則」「⼤妻⼥⼦⼤学短期⼤学部学則」「⼤妻⼥⼦⼤学⼤学院学則」 

「履修ガイド 2026」「2026 ⼤学院要覧」から抜粋） 

1．研究主題の学術的あるいは社会的な意義が明確に⽰されている。 
2．先⾏研究の調査や事実調査が適切になされ、当該研究の位置付けが明確に⽰されている。 
3．研究の⽅法が適切であり、具体的に⽰されている。 
4．問題設定から結論にいたる論旨が、実証的かつ論理的に展開されている。 
5．論⽂の形式や体裁が、学位論⽂として適切である。 

1．研究内容が独創性、新規性を有し、当該分野の研究に貢献できる。 
2．先⾏研究の調査や事実調査が適切になされ、当該研究の位置付けが明⽰されている。  
3．研究の⽅法が適切であり、具体的に記述されている。 
4．問題設定から結論にいたる論旨が、実証的かつ論理的に展開されている。 
5．論⽂の形式や体裁が、学位論⽂として適切である。 


